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■国際災害報道の課題

社会の連帯促す役割に期待
悲しみを共有するメッセージの発信を

茂ＡＭＤＡ代表　菅　波

　
「
国
際
災
害
報
道
は
災
害
の
す
べ
て
を
語
れ
な
い
」
。

　
こ
の
事
実
を
前
提
に
、
国
連
認
定
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
が
一
丸
八
四
年
の
設
立
以
来
、
四
十
六
か
国
九

十
件
の
災
害
被
災
者
救
援
活
動
を
し
て
き
た
経
験
に
基

づ
い
て
、
国
際
災
害
報
道
に
関
す
る
提
言
を
す
る
機
会

を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
深
く
感
謝
し
た
い
。

災
害
報
道
の
三
原
則

　
災
害
は
不
条
理
の
て
百
に
尽
き
る
。
不
条
理
と
は
人

智
を
超
え
て
人
に
過
酷
な
こ
と
で
あ
る
。
人
は
生
き
て

い
る
限
り
不
条
理
か
ら
逃
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
正

面
突
破
し
か
な
い
。
「
災
い
を
転
じ
て
福
と
な
す
」
で

あ
る
。
災
害
は
局
所
的
な
も
の
も
あ
れ
ば
大
規
模
な
こ

と
も
あ
る
。
個
人
に
よ
る
災
害
に
対
す
る
問
題
解
決
能

力
に
は
限
界
が
あ
る
。
地
域
、
国
そ
し
て
国
際
社
会
が

連
帯
し
て
問
題
解
決
能
力
を
高
め
る
こ
と
が
不
可
欠
で

あ
る
。
こ
こ
に
災
害
報
道
の
意
義
が
あ
る
。

　
災
害
と
い
う
不
条
理
に
対
す
る
災
害
報
道
の
三
原
則

－
コ
、
社
会
連
帯
の
推
進
。
ニ
、
社
会
公
正
の
維

持
。
三
、
社
会
に
対
す
る
警
鐘
」
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
私
案
）

に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

　
一
、
社
会
連
帯
の
推
進

　
不
条
理
に
対
す
る
団
結
で
あ
る
。
被
災
者
に
「
悲
し

み
の
共
有
」
と
「
あ
な
た
を
見
捨
て
な
い
」
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
。
人
の
さ
が
は
、
他
人
の
喜
び
を
共
有
で
き
な
い

が
悲
し
み
を
共
有
で
き
る
こ
と
に
あ
る
。
災
害
弱
者
は

誰
か
。
不
条
理
に
対
す
る
団
結
に
よ
り
社
会
に
求
心
力

を
取
り
戻
す
こ
と
で
あ
る
。
不
吋
能
た
っ
た
こ
と
を
可

能
に
す
る
こ
と
も
あ
る
。
「
バ
ン
ダ
ア
チ
エ
に
お
け
る

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
と
独
立
ア
チ
エ
運
動
｛
Ｇ
Λ
Ｍ
｝

と
の
和
平
締
結
」
は
最
も
わ
か
り
や
す
い
。

　
二
、
社
会
公
正
の
維
持

　
公
正
と
は
「
意
欲
と
能
力
の
あ
る
人
に
機
会
を
与
え

て
結
果
を
出
さ
せ
る
こ
と
」
で
あ
る
。
人
は
誰
で
も
他

人
の
役
に
立
ち
た
い
気
持
ち
が
あ
る
。
被
災
者
に
支
長

者
の
温
か
い
善
意
を
届
け
た
い
。
支
援
を
必
要
と
す
る

被
災
者
に
対
し
て
、
支
援
の
意
欲
と
能
力
の
あ
る
読
者

に
、
直
接
的
あ
る
い
は
間
接
的
に
支
援
の
機
会
を
与
え

る
。
す
な
わ
ち
、
機
会
選
択
の
情
報
提
供
で
あ
る
。
直

接
的
支
援
を
行
い
た
い
団
体
に
必
要
な
情
報
。
そ
の
団

体
を
支
援
す
る
の
に
必
要
な
情
報
。
そ
の
際
、
税
金
を

使
っ
て
い
る
団
体
と
募
金
を
使
っ
て
い
る
団
体
の
区
別

は
重
要
で
あ
る
。
新
聞
の
読
者
が
参
加
で
き
る
の
は
募

金
を
使
っ
て
い
る
団
体
で
あ
る
か
ら
。
現
地
の
問
題
解

決
方
法
を
熟
知
し
て
い
る
現
地
日
本
企
業
や
日
本
人
社

会
に
間
す
る
情
報
が
死
角
と
な
り
や
す
い
の
で
、
も
っ

と
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。
読
者
が
支
払
う
購
読

料
と
は
機
会
選
択
の
情
報
提
供
料
で
も
あ
る
。

　
三
、
社
会
に
対
す
る
警
鐘

　
「
災
害
を
繰
り
返
さ
な
い
教
訓
」
の
検
証
で
あ
る
。

不
条
理
に
対
す
る
社
会
シ
ス
テ
ム
の
再
編
成
で
あ
る
。

人
間
社
会
と
環
境
の
関
係
は
常
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
変
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化
を
続
け
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
地
球
規
模
の
ひ
ず
み

が
不
条
理
の
世
界
を
招
い
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。
新
し
い
知
識
と
シ
ス
テ
ム
が
身
を
守
る
。
国

連
や
国
際
機
関
の
真
の
存
在
理
由
で
あ
る
。

　
人
・
金
・
情
報
を
ぜ
ひ
押
さ
え
て
ほ
し
い

　
国
際
災
害
報
道
と
は
、
前
述
の
「
災
害
報
道
の
三
原

則
」
を
日
本
と
国
際
社
会
双
方
の
視
点
か
ら
報
道
す
る

こ
と
に
あ
る
。
三
原
則
を
支
え
る
視
点
と
し
て
人
、
全

そ
し
て
情
報
の
動
き
が
あ
る
。

　
最
初
に
「
人
の
動
き
」
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
「
悲

し
み
の
共
有
」
と
「
あ
な
た
を
見
捨
て
な
い
」
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
と
国
際
社
会
と

の
連
帯
を
推
進
で
き
る
人
は
誰
か
。
ま
ず
は
被
災
国
と

被
災
者
に
関
係
の
あ
る
膨
大
な
数
の
日
本
国
民
で
あ

る
。
「
大
丈
夫
で
す
か
。
何
か
お
役
に
立
て
ま
す
か
」

で
十
分
で
あ
る
。
数
え
切
れ
な
い
数
の
電
話
、
フ
ァ
ク

ス
、
メ
ー
ル
な
ど
が
国
境
を
超
え
て
飛
び
交
う
。
日
本

国
民
が
被
災
時
刻
に
一
斉
に
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
鳴
ら
す
。

現
地
の
宗
教
家
と
共
に
合
同
慰
霊
を
す
る
。

　
そ
れ
か
ら
、
国
益
を
代
表
す
る
地
位
に
あ
る
人
で
あ

る
。
わ
が
国
の
首
相
は
必
ず
閣
議
開
催
時
に
死
者
に
対

す
る
黙
祷
を
す
る
こ
と
と
し
、
わ
が
国
の
メ
デ
ィ
ア
が

国
際
社
会
に
報
道
す
る
。
あ
る
い
は
、
被
災
国
に
任
命

さ
れ
て
い
る
特
命
全
権
大
使
は
必
ず
災
害
発
生
直
後
に

被
災
現
場
に
飛
ぶ
。
そ
れ
を
被
災
国
の
メ
デ
ィ
ア
が
被

災
国
社
会
に
報
道
す
る
。
二
〇
〇
二
年
十
二
月
。
ス
リ

ラ
ン
カ
南
部
の
大
洪
水
発
生
直
後
に
被
災
現
場
に
飛
ん

だ
長
靴
姿
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
が
彼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
共
に
大
き
く
報
道
さ
れ
て
い
た
。

　
国
際
社
会
で
は
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取
る
相
手
に

よ
っ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
を
変
え
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
相
手
と
は
「
啓
典
の
民
」
の
社
会
か
「
血
縁
共
同

体
」
の
社
会
で
あ
る
。
啓
典
の
民
と
は
旧
約
聖
書
、
新

約
聖
書
そ
し
て
コ
ー
ラ
ン
等
を
信
仰
の
よ
り
ど
こ
ろ
に

す
る
「
預
言
者
の
宗
教
」
で
あ
る
。
民
が
神
と
の
契
約

を
守
ら
な
い
時
に
、
神
は
民
を
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
（
皆
殺

し
）
す
る
前
に
信
託
を
受
け
た
預
言
者
を
派
遣
し
て
最

後
の
機
会
を
与
え
る
。
そ
の
内
容
が
啓
典
で
あ
る
。
啓

典
の
民
は
災
害
を
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
刄
予
兆
と
感
じ
る
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
は
被
災
者
の
啓
典
か
ら
引
用
す
る

べ
き
で
あ
る
。
普
遍
性
の
あ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。
首
相

あ
る
い
は
特
命
全
権
大
使
が
預
言
者
の
ご
と
く
映
れ
ば

最
高
で
あ
る
。
例
え
ば
、
○
一
年
九
月
の
米
国
中
枢
同

時
多
発
テ
ロ
の
時
に
、
小
泉
首
相
が
三
日
以
内
に
崩
壊

し
た
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
立
ち
、
世
界
に
向
か

っ
て
「
テ
ロ
反
対
、
人
道
支
援
」
を
絶
叫
す
る
が
ご
と

し
、
で
あ
る
。

　
一
方
の
「
血
縁
共
同
体
社
会
」
で
は
相
互
扶
助
が
原

則
で
あ
る
。
知
っ
て
い
る
も
の
同
士
が
困
っ
て
い
る
時

に
助
け
合
う
の
が
常
識
で
あ
る
。
な
ぜ
に
私
は
あ
な
た

を
助
け
る
の
か
。
「
友
だ
ち
だ
か
ら
」
が
正
解
で
あ
る
。

血
縁
共
同
体
社
会
が
被
災
し
た
時
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は

「
友
の
た
め
に
」
あ
る
い
は
「
友
と
し
て
」
か
ら
始
ま

る
べ
き
で
あ
る
。
九
五
年
の
阪
神
大
震
災
の
時
に
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
ラ
モ
ス
大
統
領
が
神
戸
の
被
災
者
に
寄
付
し

た
「
友
と
し
て
の
一
か
月
分
の
給
料
」
の
報
道
は
わ
か

り
や
す
か
っ
た
。
多
く
の
日
本
人
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
親

近
感
を
も
っ
た
。
○
四
年
の
ス
マ
ト
ラ
島
沖
大
地
震
・

津
波
被
災
者
に
対
し
て
、
日
本
は
世
界
的
に
も
突
出
し

た
、
五
億
ド
ル
（
約
五
百
億
円
）
の
無
償
に
よ
る
支
援

を
実
施
。
し
か
し
、
首
相
も
特
命
全
権
大
使
も
す
ぐ
に

は
動
か
な
か
っ
た
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
き
寄
付
と
な
っ
た
。

「
困
っ
た
時
は
お
互
い
さ
ま
」
の
相
互
扶
助
は
ア
ジ
ア

の
伝
統
で
あ
る
。
相
手
の
面
子
を
つ
ぶ
さ
な
い
こ
と
で

あ
る
。
九
五
年
五
月
。
サ
ハ
リ
ン
大
地
震
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

は
医
療
チ
ー
ム
を
派
遣
し
た
が
、
最
初
は
拒
否
さ
れ
た
。

阪
神
大
震
災
支
援
に
対
す
る
お
礼
と
説
明
を
し
て
、
活

動
が
了
解
さ
れ
た
。

　
日
本
で
は
沖
縄
だ
け
が
血
縁
共
同
体
社
会
で
あ
る
。

沖
縄
は
日
本
の
公
共
財
産
で
あ
る
。
沖
縄
の
慣
習
や
価

値
観
を
知
る
こ
と
は
、
多
く
が
血
縁
共
同
体
社
会
で
あ

る
発
展
途
上
国
の
慣
習
や
価
値
観
を
理
解
す
る
う
え
で

最
良
の
補
助
線
と
な
る
。
日
本
の
最
大
の
不
参
は
、
沖

縄
が
観
光
地
か
米
軍
駐
留
の
視
点
か
ら
し
か
取
り
上
げ

ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
沖
縄
が
目
本
の
国
際
協
力
の

最
前
線
に
位
置
し
て
い
る
貴
重
な
雅
実
が
認
識
さ
れ
て

い
な
い
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
沖
縄
支
部
が
絶
対
に
守
っ
て
く
れ
る
こ
と

が
あ
る
。
中
南
米
で
自
然
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
は

必
ず
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
多
国
籍
医
師
団
に
沖
縄
在
住
の
医
療
従

事
者
を
派
遣
し
て
く
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
九
八
年
の
ハ

リ
ケ
ー
ン
「
ミ
ッ
チ
」
に
襲
わ
れ
た
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
、
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べ　たかの親責昶

き税か　｀祷?日務ほ

な金否役益牡－と豺

の使かに者でなＵ

か用゜立がある濁

○
二
年
の
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
大
地
震
、
そ
し
て
○
五
年

の
グ
ア
テ
マ
ラ
豪
雨
被
害
な
ど
で
あ
る
。
な
ぜ
か
。
中

南
米
に
は
沖
縄
か
ら
の
移
民
が
い
る
か
ら
で
あ
る
。
沖

縄
県
は
、
県
と
在
住
国
・
地
域
等
と
の
交
流
の
架
け
橋

と
な
る
「
新
ウ
チ
ナ
ー
民
間
大
使
」
を
任
命
し
て
い
る
。

単
な
る
名
誉
職
で
は
な
い
。
五
年
に
一
回
開
催
さ
れ
て

い
る
「
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
」
に
出
席
し
た

り
し
て
求
心
力
を
維
持
し
て
い
る
。
地
球
の
裏
に
い
よ

う
と
も
厳
然
た
る
存
在
感
と
影
響
力
を
確
保
し
て
い
る
。

　
日
本
人
は
国
際
社
会
で
も
優
れ
て
心
根
の
や
さ
し
い

国
民
で
あ
る
。
日
本
の
報
道
は
「
具
体
的
な
支
援
を
」

と
読
者
に
問
い
か
け
る
。
お
金
と
誤
解
し
や
す
い
。
「
ま

ず
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
の
報
道
を
お
願
い
し
た
い
。

　
次
に
「
金
の
動
き
」
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
活
動
資

金
や
援
助
資
金
で
あ
る
。
「
人
の
命
は
地
球
よ
り
重
た

い
」
は
日
本
の
神
話
で
あ
る
。
「
命
も
お
金
で
買
え
る
」

の
が
国
際
社
会
で
あ
る
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
「
税
金

な
の
か
募
金
な
の
か
」
で
あ
る
。
税
金
な
ら
ば
国
家
は

国
民
に
「
国
益
を
確
保
す
る
こ
と
」
、
募
金
な
ら
ば
活

動
団
体
は
募
念
者
に
「
連
帯
感
を
創
出
す
る
こ
と
」
が

責
務
と
な
る
。
現
在
の
日
本
の
状
況
で
は
「
国
益
と
は

親
日
」
で
あ
る
。
「
親
日
の
三
条
件
」
は
不
特
定
多
数

の
祷
益
者
が
「
日
本
か
ら
の
支
援
を
知
っ
て
い
る
か
否

か
、
役
に
立
っ
て
い
る
か
否
か
、
日
本
を
好
き
に
な
っ

た
か
否
か
」
で
あ
る
。

　
税
金
使
用
に
よ
る
国
益
の
確
保
の
検
証
を
誰
が
す
る

べ
き
な
の
か
。
納
税
者
の
信
託
を
受
け
た
国
会
議
員
で

あ
る
。
「
税
金
の
行
く
先
に
国
会
議
員
あ
り
き
」
で
あ

る
。
飛
ベ
ー
・
　
国
会
議
員
。
○
六
年
三
月
。
参
院
Ｏ
Ｄ

Ａ
（
政
府
開
発
援
助
）
等
に
開
す
る
特
別
委
員
会
で
指

摘
さ
れ
た
。
「
○
三
年
十
二
月
に
発
生
し
た
イ
ラ
ン
南

東
部
大
地
震
で
寄
贈
さ
れ
た
Ｏ
Ｄ
Ａ
ト
五
位
円
の
仮
設

住
宅
九
百
戸
に
誰
も
入
居
し
て
い
な
い
」
と
。
弁
明
は

イ
ラ
ン
側
の
事
情
だ
っ
た
が
Ｉ
Ｉ
。

　
究
極
の
「
連
帯
感
の
創
出
」
は
募
金
者
と
特
定
少
数

の
稗
益
者
と
の
握
手
で
あ
る
。
「
あ
な
た
が
助
け
て
く

れ
た
の
で
す
か
」
そ
し
て
「
あ
な
た
の
お
役
に
立
っ
た

の
で
す
か
」
で
あ
る
。
手
の
温
も
り
に
勝
る
も
の
無
し
。

募
金
を
活
動
資
金
と
す
る
団
体
の
知
恵
の
出
し
所
で
あ

る
。
そ
の
知
恵
を
報
道
し
て
ほ
し
い
。

　
最
後
に
「
情
報
の
動
き
」
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
災

害
救
援
活
動
に
は
危
機
管
理
の
視
点
が
不
可
欠
で
あ
る
。

危
機
管
理
と
は
「
最
悪
を
想
定
し
て
最
善
を
行
う
」
こ

と
で
あ
る
。
情
報
に
は
二
種
類
あ
る
。
「
無
け
れ
ば
困

る
」
情
報
と
は
最
悪
を
想
定
す
る
た
め
で
あ
る
。
「
有

れ
ば
役
に
立
つ
」
情
報
と
は
最
善
を
行
う
た
め
で
あ
る
。

○
四
年
の
ス
マ
ト
ラ
島
沖
大
地
震
・
津
波
の
被
災
国
に

は
特
徴
が
あ
っ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
ン
ダ
ア
チ
ェ

と
ス
リ
ラ
ン
カ
の
北
東
部
は
紛
争
地
域
だ
っ
た
。
紛
争

地
域
で
の
活
動
に
不
可
欠
な
情
報
と
は
。
○
五
年
の
パ

キ
ス
タ
ン
北
部
地
震
の
被
災
地
域
は
部
族
社
会
だ
っ
た
。

部
族
社
会
で
の
活
動
に
不
可
欠
な
情
報
と
は
。
○
六
年

の
レ
イ
テ
島
地
滑
り
災
害
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
は

外
国
の
医
師
免
許
を
認
め
な
か
っ
た
。
加
え
て
、
国
軍

に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー
未
遂
の
混
乱
が
あ
っ
た
。
い
ず
れ

も
「
無
け
れ
ば
困
る
」
情
報
で
あ
る
。

　
「
有
れ
ば
役
に
こ
つ
」
情
報
は
、
日
本
国
内
よ
り
は

被
災
地
の
人
か
ら
の
情
報
だ
っ
た
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
災
害

救
援
活
動
の
原
則
は
「
ロ
ー
カ
ル
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」
の

尊
重
で
あ
る
。
「
現
地
の
閻
羅
を
ご
奇
良
く
知
っ
て
い

る
人
が
一
番
良
い
答
え
を
持
っ
て
い
る
」
で
あ
る
、
災

害
救
援
活
動
の
問
題
解
決
能
力
は
現
地
の
人
脈
に
あ
る
。

ス
マ
ト
ラ
島
沖
大
地
震
・
津
波
被
災
者
救
援
活
動
で
は

日
本
語
の
「
じ
ゃ
か
る
た
新
聞
」
、
メ
ダ
ン
の
日
本
人

ク
ラ
ブ
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
あ
る
日
系
企
業
や
元
留
学
生

で
あ
る
医
師
な
ど
の
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
災
害
救
援

活
動
時
に
は
、
平
時
の
信
頼
関
係
が
有
事
の
問
題
解
決

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
作
動
す
る
。
最
大
の
被
害
が
あ

っ
た
バ
ン
ダ
ア
チ
エ
で
、
津
波
発
生
の
翌
日
か
ら
最
初

の
医
療
団
体
と
し
て
活
動
で
き
た
の
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
支
部
の
迅
速
な
行
動
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国

軍
と
の
人
脈
だ
っ
た
。
同
じ
く
被
災
地
で
あ
る
ス
リ
ラ

ン
カ
の
「
タ
ミ
ー
ル
の
虎
」
地
域
で
唯
一
の
医
療
団
体

と
し
て
活
動
で
き
た
の
は
、
三
年
間
の
医
療
活
動
に
よ

る
信
頼
の
蓄
積
が
あ
っ
た
か
ら
だ
っ
た
。

よ
り
よ
い
人
道
支
援
の
た
め
に

　
最
後
に
、
国
際
社
会
に
お
け
る
災
害
救
援
活
動
に
対

す
る
私
見
を
二
つ
付
記
し
て
お
き
た
い
。

一
、
「
緊
急
救
援
は
参
加
で
あ
る
。
緊
急
救
援
は
時
間

と
の
格
闘
技
」

二
、
「
人
道
援
助
精
神
は
先
進
国
の
専
売
特
許
に
あ
ら

ず
。
援
助
を
受
け
る
側
に
も
プ
ラ
イ
ド
が
あ
る
」

乙

∩2）
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ま
ず
「
緊
急
救
援
は
参
加
で
あ
る
」
に
つ
い
て
説
明

す
る
。
「
悲
し
み
の
共
有
」
と
「
私
は
あ
な
た
を
見
捨

て
て
い
な
い
」
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
直
接
に
被
災
者
に
届
け

る
必
要
が
あ
る
。
希
望
と
夢
は
異
な
る
。
希
望
の
反
対

は
絶
望
で
あ
る
。
夢
の
反
対
は
現
実
で
あ
る
。
究
極
の

絶
望
は
自
殺
に
至
る
。
絶
望
し
つ
つ
あ
る
人
に
希
望
を

抱
か
せ
る
最
大
の
契
機
は
「
存
在
を
認
め
る
こ
と
」
で

あ
る
。
「
あ
な
た
の
こ
と
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
よ
」
で

あ
る
。
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い

ほ
ど
大
人
の
被
災
者
は
絶
望
に
陥
り
や
す
い
。
希
望
の

望
と
は
期
待
を
も
っ
て
見
る
こ
と
で
あ
る
。
自
分
た
ち

が
見
放
さ
れ
て
い
な
い
根
拠
は
何
か
。
一
番
わ
か
り
や

す
い
の
は
救
援
に
駆
け
つ
け
て
き
た
人
た
ち
で
あ
る
。

自
分
た
ち
を
見
放
し
て
い
な
い
人
た
ち
で
あ
る
。
一
刻

も
早
く
駆
け
つ
け
る
た
め
に
「
緊
急
救
援
は
時
間
と
の

格
闘
技
」
と
な
る
。

　
九
五
年
一
月
十
七
日
午
後
十
一
時
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
本

部
が
あ
る
岡
山
を
午
後
二
時
に
出
発
し
た
医
療
チ
ー
ム

が
神
戸
市
長
田
区
中
央
保
健
所
に
到
着
し
た
。
驚
い
た

こ
と
に
、
ほ
と
ん
ど
の
職
員
が
出
動
し
て
い
た
。
自
分

た
ち
白
身
が
被
災
者
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
。
し
か

し
、
何
を
し
て
い
い
の
か
わ
か
ら
ず
に
い
た
。
海
外
の

緊
急
救
援
活
動
を
経
験
し
て
い
た
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
医
師
が

呼
び
か
け
た
。
「
巡
回
診
療
に
行
き
ま
し
ょ
う
」
と
。

は
っ
と
我
に
返
っ
た
職
員
の
方
と
市
内
に
飛
び
だ
し
た
。

市
内
は
あ
ち
ら
こ
ち
ら
と
燃
え
て
お
り
、
人
々
は
あ
て

も
な
く
ふ
ら
ふ
ら
と
歩
い
て
い
た
。
「
医
療
チ
ー
ム
が

来
ま
し
た
よ
」
と
携
帯
マ
イ
ク
で
呼
び
か
け
て
も
反
応

は
な
か
っ
た
。
何
回
も
繰
り
返
す
う
ち
に
反
応
が
出
て

き
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
多
く
の
市
民
が
医
療
チ
ー
ム

を
取
り
囲
ん
だ
。
あ
っ
と
い
う
間
に
岡
山
か
ら
携
帯
し

た
医
薬
品
が
無
く
な
っ
た
。
最
後
は
解
熱
鎮
痛
剤
の
ア

ス
ピ
リ
ン
を
一
錠
ず
つ
配
る
状
況
に
な
っ
た
。
伸
び
て

く
る
手
に
一
錠
ず
つ
渡
し
た
。
被
災
者
の
方
々
は
そ
の

一
錠
を
天
切
に
握
り
締
め
て
離
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
一

錠
に
、
自
分
は
見
放
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
希
望
を
見

い
だ
し
た
の
だ
と
確
信
し
て
い
る
。
ア
ス
ピ
リ
ン
ー
錠

は
価
格
に
し
て
九
円
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
緊
急
救
援
は

参
加
す
る
こ
と
」
の
要
諦
で
あ
る
。

　
次
に
「
人
道
支
援
精
神
は
先
進
国
の
専
売
特
許
に
あ

ら
ず
」
と
「
援
助
を
受
け
る
側
に
も
プ
ラ
イ
ド
が
あ

る
」
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

　
○
四
年
十
二
月
二
十
六
日
、
二
十
一
万
人
以
上
の
死

者
及
び
行
方
不
明
者
を
出
し
た
ス
マ
ト
ラ
島
沖
天
地

雷
了
津
波
。
被
災
者
の
数
は
天
文
学
的
数
字
で
あ
る
。

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
設
立
二
十
年
目
だ
っ
た
。
本
部
と
九
か
国
の

支
部
が
協
力
し
て
百
人
以
上
の
ス
タ
ッ
フ
を
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
バ
ン
ダ
ア
チ
ェ
、
イ
ン
ド
の
チ
ェ
ン
ナ
イ
、
そ

し
て
ス
リ
ラ
ン
カ
の
カ
ル
ム
ナ
イ
や
北
東
部
に
派
遣
し

た
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
み
が
発
展
途
上
国
の
医
師
が
参
加
し

た
多
国
籍
医
師
団
の
形
式
だ
っ
た
。

　
な
ぜ
に
、
ネ
パ
ー
ル
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
や
カ
ン
ボ

ジ
ア
な
ど
の
貧
し
い
発
展
途
上
国
の
医
師
た
ち
が
海
外

の
災
害
救
援
に
積
極
的
に
参
加
す
る
の
か
。
「
援
助
を

受
け
る
側
に
も
プ
ラ
イ
ド
が
あ
る
」
か
ら
で
あ
る
。

　
九
一
年
三
月
。
二
十
五
万
人
の
ロ
ヒ
ン
ギ
ヤ
難
民
が

’
一
一
ゝ

ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
逃
難
し
た
。
国

境
な
き
医
師
団
な
ど
世
界
か
ら
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
支
援
に
か
け

つ
け
た
。
当
時
は
無
名
だ
っ
た
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
医
療
チ
ー

ム
が
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
メ
デ
ィ
ア
か
ら
熱
烈
歓
迎
を

受
け
た
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
政
府
も
Ｎ
Ｇ
Ｏ
登
録
に
必

要
な
期
間
を
三
か
月
か
ら
三
日
間
に
短
縮
し
て
く
れ
た
。

さ
ら
に
、
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
現
地
事
務
所
に
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
の
医
療
活
動
を
認
め
る
よ
う
に
指
令
を
出
し
て
く

れ
た
。
信
じ
ら
れ
な
い
破
格
の
扱
い
だ
っ
た
。
な
ぜ
だ
。

理
由
は
一
つ
だ
っ
た
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
医
療
チ
ー
ム
の
り
Ｉ

ダ
ー
が
東
大
医
学
部
大
学
院
に
留
学
し
て
い
た
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
人
医
師
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
単
純
に
し
て

明
快
で
あ
る
。

　
結
論
と
し
て
、
国
際
災
害
報
道
に
関
係
す
る
人
た
ち

に
、
下
記
に
つ
い
て
の
熟
考
を
お
願
い
し
た
い
。

（
１
）
二
十
一
世
紀
は
災
害
の
世
紀
で
あ
る
。
国
際
社

会
の
連
帯
を
推
進
す
る
機
会
で
あ
る
。
国
際
災
害
報
道

が
主
役
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
主
役
に
な
る
た
め
の

準
備
と
は
。

（
２
）
日
本
が
災
害
予
防
・
救
援
活
動
に
よ
り
、
先
進

国
の
み
な
ら
ず
発
展
途
上
国
か
ら
尊
敬
と
信
頼
を
得
る

た
め
に
は
ど
う
す
る
べ
き
な
の
か
。
そ
の
検
証
の
あ
り

方
と
は
。

（
３
）
報
道
と
は
世
論
形
成
で
あ
る
。
世
論
と
は
意
識

で
あ
る
。
意
識
は
質
問
さ
れ
る
こ
と
が
契
機
と
な
る
。

良
き
質
問
が
良
き
意
識
形
成
と
な
る
。
良
き
質
問
を
す

る
た
め
に
不
可
欠
な
教
養
と
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
一
す
が
な
み
・
し
げ
る
｝

（13）
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